
解答へリンク  

＜みどりの食料システム戦略クイズ＞ 

  農林水産省関東農政局消費生活課 

 

 みどりの食料システム戦略とは「食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立を 

イノベーションで実現」するものです。 

※チラシをご覧いただき、該当するもの 1つに〇をつけてクイズに答えてください。 

 

問１ 地球温暖化の原因となっているガスは、どれですか？ 

①気候変動ガス  ②温室効果ガス  ③熱帯ガス 

 

問２ 海藻類が、光合成によりＣＯ２を吸収し、炭素として貯蔵することを何と言い 

ますか？ 

①シーカーボン  ②ブルーカーボン  ③グリーンカーボン 

 

問３ ２０５０年までに目指している化学農薬使用量は、どれですか？ 

①１０％低減  ②２５％低減  ③５０％低減 

 

問４ ２０５０年までに目指している有機農業の面積の割合は、どれですか？ 

①５％に拡大  ②１０％に拡大  ③２５％に拡大 

 

問５ 日本の食品ロスの半分は、家庭から発生していますが、買い物時に食品ロスを 

削減するため、できることはどれですか？ 

①エコバック  ②てまえどり  ③フードバンク 

 

問６ 有機食品とは、どのようにして環境への負荷を減らして作っていますか？ 

①家畜の糞尿・敷きわら・堆肥など動植物質の肥料を使う 

 ②化学農薬を使用する  ③化学農薬や化学肥料を全く使用しない 

 

問７ 地産地消（地域で生産された農林水産物を地域で消費する取組）の効果はどれ 

ですか？ 

①新鮮で栄養価のある農産物が手に入る  ②農産物の形や大きさの均一化 

 ③輸送による温室効果ガスの排出の削減 

 

 

 

 

 

https://www.maff.go.jp/kanto/syo_an/seikatsu/syo_an_seikatsu_midori_syokuryou_system/kaitou.html


「食べる」ことは、私たちの健康や生活に深く関わりますが、その食べ物

を作って食べることが地球環境に大きな影響を与えていることは、あまり

知られていません。

農作物を作るときに使われる大量の水、食品を運ぶときに排出される

CO₂、食品の包装容器や食べ残しなど･･･、これらはすべて地球の健康を

害する要因となっています。地球の資源には限りがありますが、その資源

なしには私たちの食や生活は成り立ちません。

文明が発達し、何でも手に入る便利な世の中になった一方で、地球温暖化

が進み異常気象など、暮らしへの影響も現れています。

農林水産省では、だれ一人取り残されることなく、将来にわたって健康で

安全な食をみんなが享受できるよう、環境に優しく持続可能な生産～消費

を実現する「みどりの食料システム戦略」を進めています。

この取組は、私たち一人ひとりの協力と努力があってこそ、達成すること

ができます。

毎日当たり前に食べている食事が、環境にどのように影響しているのかを

知り、何を選んでどう食べるべきか、一緒に考えてみませんか？

農林水産省関東農政局

詳しくはこちら



～今、地球で起こっていること～

～みどりの食料システム戦略の誕生～

①

④③

②



～2050年までに目指す姿～

ゼロエミッション
持続的発展

➢農林水産業のCO₂ゼロエミッション化の実現

➢化学農薬使用量(リスク換算)を50％低減

➢輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用

量を30％低減

➢有機農業の面積の割合を25％(100万ha)に拡大

➢食品製造業の労働生産性を最低3割向上

➢持続可能性に配慮した輸入原材料調達を実現

➢エリートツリーなどを林業用苗木

の9割以上に拡大

➢ニホンウナギ、クロマグロなど

の養殖において人工種苗

比率100％を実現

系

⑥

⑤
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～私たちにできること～

を進めています

⑨
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